
研究課題名　　肺がん検診における喀痰細胞所見判定の標準化に関する研究

1.受診者の皆様の個人情報を削除した上で、標本及び精密検査結果の提供を行います。                         

2.喀痰細胞診標本は施錠のある場所に保管し、喀痰専任担当者が管理します。

4.本研究の主任研究者および分担研究者は、本研究に関して利益相反はありません。

　　　＜お問合せ先＞

　　　検査部 臨床病理科 　 田口 明美

　　　* 電話：043-246-8823

　　　* Fax ：043-246-8760

　　　* e-mail：a-taguchi@kenko-chiba.or.jp

　本研究にご自身のデータ（標本）が利用されることについてご同意いただけない場合や、お問い合
わせ等につきましては、下記までご連絡ください。

3.研究の成果は学会や学術雑誌等で公表する予定ですが、個人が特定できる情報を公表することは
ありません。

　本研究における個人情報等の取扱は以下のとおりです。

　本研究全体の実施情報については、喀痰細胞診合同委員会がUMIN臨床試験登録において公開
します。
　＊UMIN臨床試験登録（UMIN-CTR,http://www.umin.ac.jp/ctr/index-j.htm）とします。

　本研究では、喀痰細胞診の精度向上と肺門部扁平上皮癌の早期癌比率を改善することを目的とし
て、日本臨床細胞学会と日本肺癌学会の「喀痰細胞診合同委員会」（研究責任者：佐藤雅美　鹿児
島大学大学院教授、池田徳彦　東京医科大学教授）が実施する全国規模の研究です。過去10年間
（2003年～2012年）の肺癌検診における定型的な喀痰細胞診C、D、E判定の標本を、全国の参加施
設（宮城県対がん協会、福島県保健衛生協会、ちば県民保健予防財団、新潟県保健衛生センター、
金沢大学、大阪府医師会保健医療センター）が無作為に各10例ずつ研究事務局に提供し、他施設
の喀痰標本を判定します。施設による判定のばらつきを検証するとともに、標準的判定基準となる標
本を全国の検診施設に選別配布し、各地における肺癌検診喀痰細胞診の判定基準を標準化しま
す。
　当財団からは、喀痰細胞診C、D、E判定となった方、各10名の標本と精密検査結果を、連結可能匿
名化した上で研究事務局に提供します。


